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県南中部、西部に点々と見られる。

生育地の林道等の整備が主な要因と思わ
れる。シカの食害も懸念される。

生育地の林道等の整備の際には配慮が必
要である。

最近の分類ではイワヤシダ科として扱われ
ている。
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イワヤシダ Diplaziopsis cavaleriana  (H.Christ) C.Chr. 準絶滅危惧

イワデンダ科

岐阜県では生育地、個体数共に少なく存続
の基盤が脆弱である。

写真（荻山恒弘）

夏緑性のシダ植物。根茎は直立し葉柄基部
には黒褐色の鱗片がある。葉は単羽状複生
で2形性。胞子嚢群は中肋近くに着き線形。
葉脈は網目状になる。

山地の陰湿な林下に生育している。


